
(その1)

(ふ り が な)

1政 治 団 体 の 名 称

2主 た る 事 務 所 の 所 在 地

(アパート・マンション名)

3代 表 者 の 氏 名

4会 計 責 任 者 の 氏 名

事 務 担 当 者 の 氏 名

(姓)

西川

お うみ'

淡 海フ ォー ラ ム`

1、
、

収 支 報 告 書

r、

"

【エラーチェック済】

平成26年 分

(「 開 催 分)

政 治 団 体 の 区 分

口 政

口 政 党 の

口 政 治 資 金

党

支 部

団 体

口 政治資金規正法第18条 の2第1項

規 定 に よ る 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体

口 そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部
、

1st森 田 ビル6F

滋賀県大津市梅林1丁 目3-25

(姓)

二之湯

(名)

武 史

活 動 区 域 の 区 分

口2以 上の都道府県の区域等 回,同 一 の都道府県の区域 内

(姓)

西 川

(名)'

盤

'

資金管理団体の指定の有無 国会議員関係政治団体の区分
く 、

(名)

盤 く

団 有 ・

口 無

公 職 の 種 類 参議院議 員 ・

(現職 ・候補者の別)(現 職)、

図 政治資金規正法第19条 の7第1項
'第
1号 に係る国会議員関係政治団体

団 政治資金規正法第19条 の7第 コ項
・第2号 に係る国会議員関係政治団体

公 職 の 候 補 者(姓)(名)
の 氏 名 二之湯 武史

(電 話)077-527-4010 資金管理団体の届(姓)
出を した者 の氏名 二之湯

(名)

武 史

(電話) 公 職 の 種 類 参 議 院 議 員 ・

(現職 ・候補者の別)(現 職).

(電話) 公 職 の 候 補 者(姓)(名)

の 氏 名(2人 目)

〆 一

/ボ2;・ ヘーし'戸

〆 きン ㍉

`一_//、

㌶訴 ㊥1
＼…て 蒔 幽 鳶1;
＼ ・鳩 ・

.,ソ

灘 鴛/

公 職 の 種 類

(現職 ・候補者の別)

公 職 の 候 補 者(姓)(名)

の 氏名(3人 目)

公 職 の 種 類

(現職・候補者の別)

資金管理団体の指定の期間
国会議員関係政治団体に関する
特例の適用期間

か ら

まで

か ら

まで

(※複数0)期 間がある場合2っ め以降の期間) (※複数の期間がある場合2っ め以降0)期 間)



(その2)取 支 の 状 江 【エラー転 ッ燗

1収 支の総括表

収 入 総 額 867β70 ノ

/

♂

//

/

(前 年 か ら の 繰 越 額) 59メ370

(本 年 の 収 入 額) 808,000

支 出 総 額 828,648

翌 年 へ の 繰 越 額 38〆722

2収 入項目別金額の内訳

(1)個 人の負担する党費又は会費

金 額 0

員 数(党 費又は会費を納入した人の数) 0

(2)寄 附

ア 寄附(イ を除 く。)の 区分 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 20,000 〆

(う ち 特 定 寄 附) 0

(イ)法 人 その他 の団体か らの寄附 0

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附 788,000 ぐ

小 計(ア)+(イ)+(ウ) 808,000 ノ

(寄附の うち寄附 のあっせ んに よるもの) 0

イ 政 党 匿 名 寄 附 0

合 計(ア+イ) 808,000 ♂



＼ 【エラーチェック済】

(そ の7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分
P

1.個 人

行番号 寄附者の氏名(又 は名称) 金 額 年 月 日 住 所(又 は所在地) 職業(又は代表者の氏名) 備 考

1

2

3 「

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 寄 附 20,000 て

ぜ合 計 20,000



一 【エラーチェック済】

(そ の7)

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 3政 治団体/

行番号 寄附者の氏名(又 は名称) 金 額 年 月 日 住 所(又 は所在地) 職業(又は代表者の氏名) 備 考

1 自由民主党滋賀県支部連合会 588,000 H26/5/28 滋賀 県大津 市京町3丁 目4-32

第14森 田 ビル
上野 賢一郎

r

2 総合政策研究会 200,000 H26/9/30 兵庫県明石市鍛冶屋町4-27 西村 康稔

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 寄 附 0
ぐ

合 計 788,000



'【 エラーチェック済】

(そ の13)

3支 出 項 目別 金 額 の 内 訳

(1)支 出 の 総 括 表

項 目 金 額
備 考

本部又は支部に対して
供与 した交付金に係る支出

1経 常 経 費

(1)人 件 費 0 0

.

(2)光 熱 水 費 0 0

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 0

(4)事 務 所 費 648 .0

小 計 648 、0

2政 治 活 動 費

(1)組 織 活 動 費 0 0

(2)選 挙 関 係 費 0 0

(3)機 関紙誌 の発行 その他 の事業費 0 0

ア 機 関 紙 誌 の 発 行 事 業 費 0 0

イ 宣 伝 事 業 費 0 0

ウ 政治資金パーティー開催事業費 0 0

エ そ の 他 の 事 業 費 0 0

(4)調 査 研 究 費 0 0

(5)寄 附 ・ 交 付 金 828ナ000 0

(6)そ の 他 の 経 費 0 0

小 計 828う000 ・0

合 計 828,648 '



'【 エ ラ ー チ ェ ッ ク済 】
一　

(その14)

(2)経 常経 費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 4.事 務所費
ピ

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名
(又は名称)

支出を受けた者の住所

(又は所在地) 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 648
/

合 計 648



【エラーチェック済】

(その15)・

(3)政 治活動費の内訳 項 目 別 区 分
8.寄 附 ・交 付 金

寄附

行番号 支 出 の 目 的 金 額 年 月 日
支出を受けた者の氏名

(又は名称)
支出を受けた者の住所
(又は所在地) 備 考

1 寄附 588,00Q H26/5/29 自由民主党滋賀県参議院選挙区第一皮部
滋 賀県大津市梅林1丁 目3-25

1st森 田ビル6F

2 寄附 120,000 H26/10/3 自由民主党滋賀県参議
院選挙区第一支部/

滋 賀 県 大 津 市 梅 林1丁 目3-25

1st森 田 ビル6F,

3 寄 附 ・ 120,000 H26/10/3 ニノ湯たけし後援会 滋賀県大津市梅林1丁 目3-25
1st森 田ビル6F

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

そ の 他 の 支 出 0

合 計 828,00()



(その17)資^産 等 の 状'況 【エラーチエツク済】

1資 産等の総括表

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 口

イ 建 物 口 団

ウ 建物の所査を旦的上立盈地上権又基土地の賃借権 口 凹

工 取 慢 の 価 額 杢100互 旦 を 超 え る.動 産 口 口

預 金(普 通 預 金 及 び 当 座 預 金 を 除 二L)オ
又 は 壁 金(普 通 貯 金 を 除 《 に)

口 凹

力 金 銭 信 託 口 回

キ 査 価 証 拳 口 団

ク 出 資 些 よ 亙 権 型 口 凹

ケ.貸 位先二上の残高杢迦 互巴を超える.貸位金 口 回

コ 支 払 童2れ た 金 額 杢100互 巴 を 超 え 亙 敷 金 口 回

取得の価額が100万 巴 を超 える施設の劃 用に閨立 る権 口 団サ 利

シ 借 ム 先ご .と.の残 高 杢 迦 互 巴 を 超.え ゑ 借 ム 金 口 図

♂



'、 、

ノn、
【エ ラー チェ ック済 】

(そ の20)
占 折
旦 言 書

添付書類(別 添 の とお り)

口 1領 収書等の写し

口 2監 査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

凹 3政 治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 したものであって、真実に相違あ りませ ん。

平成27年4月3日

政治 団 体 の名 称 淡海 フオーラみ

会計責任者の氏名 西川
/

盤 ㊥ (印)

代 表 者 の 氏 名 (代表者については解散時のみ記入す ること)

(印)



政治資金監査報告書.

平成27年3月25日
〆

淡海 フォーラム
ご

代表 二之湯 武史 様

登録政治資金監査人

登録番号 第4354号

1

(1)

_瓢 業難
私 は、政 治資金規 正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規 定に基づき、淡海 フォーラムの平

成26年 に係る法第12条 第1項 に規定する収支報告書のすべての期間を対象 として、当該収支報告書並び
く

に当該収支報告書に係 る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込

明細書及び振込明細書に係 る支出 目的書(支 出の目的が記載 された振込明細書の写しを含む。以下同じ。)

について、支出に関する政治資金監査を行った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところにより政治資金適正化委員会が定める 「政治

資金監査に関する具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マニュアル」 という。)に 基づき行った。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者 として、国会議員関係政治団体の会計責任者の作成又は徴取 した収支

報告書並びに当該収支報告書に係る会計帳簿、明細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書

等及び振込明細書及び振込明細書に係る支出目的書について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金

監査を行った結果を報告することにある。

(4) この政治資金監査は、淡海 フォーラムの主たる事務所において行った。
5

2 監査の結果

私が実施 した政治資金監査の結果は、以下のとお りである。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規定する事項にっいて、会計帳簿、明細書及び領収書等が保存されていた。

1(2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規定する事項にっいて、会計帳簿には、当該国会議員関係政治団体に係る

その年における支出の状況が記載 され、かっ、当該国会議員関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を

備 えてい た。

(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定する事項にっいて、法第12条 第1項 に規定する収支報告書は、会計

帳簿、明細書及び領収書等に基づいて支出の状況が表示 されていた。

(4) 法第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項にっいて、領収書等を徴 し難かった支出の明細書及び振込明

細書に係 る支出 目的書は、存在 しなかった。

3 業務制限

淡海 フォー ラム と私 との間 には、法第19条 の13第5項 の規定 に違反す る事 実はない。

ま た 、淡海フォーラム≧政治資金監査の業務を補助した使用人その他の従業者 との聞においても、同様である。

以上


